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 吹く風も空模様も、秋の気配となってきました。眩しかった太陽は穏やかな光に変わり、今度

は実りの季節、落ち着いて過ごす冬への蓄えの季節に向かっていくのが感じられますね。 

 今回は、9月 1日に開かれた交流の集いの模様をお届けします。老人ホーム構想の趣旨を会長

の知恵子さんが詳しく書いてくださっているので、どうぞゆっくりお読みください。そして、い

つものように俳句や写真から、季節の変化をお楽しみください。また、僭越ながら私も夏の東北

旅行について書いたので、ご笑読いただければと思います。次号はまた皆さんからの投稿をお待

ちします。  

 

第 19回 Klub Japan交流の集い（9月 1日開催）より  

 

 

 今回は、”勝手に新企画”で、5名による女声三部合唱「この道」「故郷」を冒頭で聴いていただ

きました。現在 7名で、桜祭りの開会式で日本の歌を歌ったり、他の地での集まりで日本の歌を

歌ったりしています。 

 続く日本の歌の時間は、小グループに分かれて「ずいずい 

ずっころばし」を歌いながら手遊びをしましたが、全国的に 

知られていると思っていたこのわらべ歌の周知度は、地域に 

よって異なるようでした｡「おせんべやけたかな」や「かごめ 

かごめ」「あぶくたった煮え立った」「花いちもんめ」など、 

皆さんは懐かしく思われますか。 

 

 

 

 

 

 進行役の典子さんから唱歌と童謡、わらべうたの違いなどを教えてもらい、参加された方々の

故郷の山、高八山や生駒山、更には富士山の上からヤッホーと叫んでから、るいさんの伴奏に合

わせて「ちいさい秋見つけた」「赤とんぼ」「時代」の三曲を歌いました。ギターで伴奏を引き

受けてくださっていた大石彰さんは引退。これまでのおよそ 10年に感謝の拍手を送り、今回のテ

ーマである老人ホーム構想についての内容に移りました。 

    
 老人ホーム入居に関わる費用例、12年前の施設訪問、ドイツのとある老人ホーム、Plejehjem

の一日や施設の様子、追加サービスのお話等々、実体験や勤務経験など直接の見聞によるお話は

非常に具体的で分かりやすく、今後を考えるうえで有益でした。 

老人ホーム構想を中心に、日本の歌から座談会まで 

 

   



 ご自身のお父様が施設に入られた時の、何ともやるせない思いから出発し、新たな構想のもと

Plejehjemを開設された方が書かれた本の紹介の後、ズボラ筋を鍛える体操をし、お茶の時間に

なりました。 

 手作りケーキをいただき、座談会の開始です。 

 老人ホームについて思うこと、期待すること、 

描くこと。 

それぞれ、望みも、描く光景も状況も異なりますが、共通して望むことは、言語のサポート、食

事、ネットワークでした。日本語が話せるといいという希望、デンマーク語を忘れるかもしれな

いといった不安、最後に望むのは、ご飯とお味噌汁かもしれない、痴呆になっているかもしれな

い、体の自由が利かないかもしれないといった、将来の自分が分からない中で、それぞれの仮定

のもとでの望みのお話が続きました。 

 皆で話せてよかったね。色々聞けてよかったね。そんな言葉を口にしながら終えた集いでした｡ 

 次回、来年 3月の集いも、きっとまたそんな集まりになることでしょう。 

                

 
                       

【老人ホーム構想の趣旨】        知恵子ピーターセンさん 

 高齢者が安心して生活できる住宅環境、日本文化に接し、ささやかな和食があり、日本語で介

護してもらえるホーム、それが Klub Japan 創立時に話し合っていた「老人ホーム構想」でした｡ 

当時は、見学会に参加して話を聞き、日本人が入居した場合の対応などについても質問したりし

ました。あれから 10年以上の年月が過ぎ、その間にデンマークの老人ホームの状況は変わりまし

た。同時に、老人ホーム以外にも、高齢者専用住宅等、様々な形式のホームも作られています。 

 Klub Japanでは、日本人専用高齢者施設についての関心度を知るため、2022年春に一般の日本

人に九つの質問からなるアンケートに答えていただきました。アンケート結果に興味のある方は､ 

 https://www.klubjapan.dk/page-6/2022-1 をクリックして見ることが出来ます。 
 

 高齢化がどんどん進み、2024年の日本人の平均寿命は男性 81歳、女性 87歳となりました。 

それは、平均年齢を全うするとしたら、年金を受け取る年齢になってから、約 14～20年間の高齢

者生活があるということです。 

 私達は、健康で、社会に出て交わり、ある程度の経済的基盤があり、安心できる環境の中で自

分の事は自分で出来る、そのような高齢者生活が営める間は安心して人生を楽しめますが、健康

で元気なうちに、将来の終の住処についても考える必要があります。ある人は日本に帰って老後

を送るつもり、ある人はデンマークの老人ホームに入るつもり、ある人は元気なうちに高齢者専

用の住居に移るつもり、ある人はシェアハウスのような形の住居に住むことを考えている等々。 

終の住処としての色々な形のホームについての知識を得たり、法律を学んだり、経験者に話を聞 

いたりして知識を習得し、自分に適した終の住処を見つけ出すことは、多くの人にとって大きな 

関心があることではないでしょうか？ 

   

 

https://www.klubjapan.dk/page-6/2022-1


 Klub Japanでは、次回は【終の住処について考える】という企画を立て、それに関連した様々

な情報を紹介していこうと考えています。 

 9月 1日に開いた交流の集いのプログラムの一つ【老人ホームについて】では、以下の 5点を

皆さんに紹介しました。そして、続く座談会では、参加者から様々な考えを聞くことができまし

た。 

①ユダヤ人ホームについて（2013年） 

②多様性のある老人ホームとして Amagerにある Peder Lykke Centrets Plejehjemの 2013年から 

の見学会のまとめは、ここをクリック。 

 現在の Peder Lykke Centrets Plejehjemの様子は、ここをクリック。 

③老人ホーム在勤者からの話 

④老人ホーム勤務経験者からの話 

⑤『NÅR OMSORG ER DEN BEDSTE MEDICIN』（認知症高齢者専用ホームについて書かれた本）の紹

介 

 私は既に⑤を読みまして、とても素晴らしい方針を貫いていると思いました。皆さんも是非読

んで下さい。この本は順番に手渡しで借りて読むことが出来ます。現在４人の方が申し込まれ、

１番目の方が読んでいます。あなたも読んでみたいと思うなら、klubjapan@gmail.comまで申し

込みの連絡をください。申込リストに書き込み、いつ頃あなたの手に渡るかお知らせします。 

 

 次回の第 20回交流の集いは 2025年 3月 23日（日曜日）｡【終の住処について考える】という

テーマで、➀知っておくと役に立つ法律の話、➁新しい高齢者住宅の紹介、➂前回と同形式の座談

会開催等の他、2025年 2月下旬頃には、楽しく興味を引く内容満載のプログラムを皆さんにお届

けできると思います。  

 Klub Japanの今後の催し 

・10月 20日以降 野外で集う会（詳報後日） 

 

忘年会のお知らせ 

 日時：11月 3日（日曜日）13時半～15時半 

 場所：Shimizu Østerbro    Website：shimizu2100.dk  

 住所：Strandvejen 59,2100 København 

 行き方：Stog最寄り駅 Svanemøllenから歩いて５分。 

 会費：Frokost Menu（一律１人 189kr.） 

   自由に好きな料理を何度でも注文できます。飲み物代は含まれていません｡ 

 申込締切：10月 20日（日曜日） 

 ※今年はプレゼント交換をしますので、30kr.程度の贈り物を 

 １人１個持参してください。 

 昨年の忘年会は、会話も弾み、料理も美味しく、参加者からとても喜ばれました｡ 

 今年も又みんなで会話と昼食会を楽しみましょう❣ 
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 交流の集いのおまけ 皆さんに聞きました！ 

全国津々浦々 こんなところが素敵です！日本で好きな場所、デンマークで好きな場所 

 

 勝手な思いつきで、交流の集いに参加された皆さんに、日本とデンマーク、それぞれの好きな

ところについてお尋ねしてみたところ、見事に多様な場所が挙げられました。理由も様々。 

次の旅先やお散歩の候補になさってみてくださいね。 

 参加したのに聞かれなかった！という皆さん、すみません、座談会直前のお茶の時間でした。

どうぞあとで教えてくださいね。 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男鹿半島（秋田）祖父母が住んでいた 

東京      ダイナミック 

静岡  母の故郷、よく焼津から向かった 

高山（岐阜）  食べ物がおいしい 

伊勢（三重）  心が落ち着く 

大阪 ２人  生まれ故郷、懐かしい 

京都     学生時代の思い出の地 

嵐山（京都） 落ち着く 

瀬戸内海   島々の歴史、浮かんでいる 

      みかん、穏やかな海 

屋島、金毘羅山（香川）故郷 

高八山（広島）    故郷 

下関（周南市､山口）  韓国に近い 

福岡     兄弟がいる 

沖縄 ２人  行ったことがない 

     夏休みや海の思い出とつながる 

 

Helsingør  こぢんまりしていて歴史もある 

Borstahusen（ｽｳｪｰﾃﾞﾝ） 昔そこで過ごした 

中央駅の正面ビル かわいい 

Nørrebrogade    魅力的 

København ２人  今住んでいる 

         しゃれている、ハイセンス 

Amager      今住んでいる 

Kalundborg  妻が住んでいて、今はサマーハ 

      ウス所有 

Vejle      小さいコペンハーゲンのよう 

Skagen ２人 ２回訪れ、人が多くなく、きれ 

   いで魚もなかなか美味しく気に入った､ 

    海、砂浜がきれい、小さい国 DKには 

       珍しくローカルなものの誇りがある 

Bornholm ２人 夏休みの楽しい思い出、色々     

       なアクティビティができる、 

    海岸が祖父母の住んでいた男鹿半島を 

    彷彿とさせる 

Rømø   今住んでいて、他のどこにも行き 

     たくない 

 

皆さんが共感される所はあったでしょうか｡ 

それぞれの場所がどこにあるか、地図を見

ながら思い出してみてくださいね！ 



夏のひととき 

 

 

  松島や ああ松島や 松島や 

 有名なこの句は、松尾芭蕉ではなく、江戸後期の狂言師、田原坊が詠んだ 

らしいとのこと。芭蕉が詠んだのは  島々や 千々に砕けて 夏の海 

 この夏は、小学生の時に感動した蔵王のお釜を子供達に見せたいとの思いから、東北の入口を

旅することにした。まずは日本三景の一つと言われる松島海岸へ。 

 

 

 

 
 

 2011年 3月の東日本大震災からの復興を遂げた、遂げている、遂げつつある、 

どの表現を使えば妥当なのか分からないが、海岸には津波が到達した時の高さが、 

寺の境内には、津波の到達点が記されていた。また、道路には、ここから〇ｍと 

高台までの距離が記され、今後の災害に備えるための表示があることで、なんとも 

胸が痛んだ。想像以上に内陸まで津波が到達していたことに衝撃を受ける。 

 

 

 

 

 
 

  翌日は、仙台からバスで蔵王へ。蔵王は連峰で蔵王という名の山はなく、火口湖であるお釜

を見下ろすところにあるのが刈田岳、蔵王温泉からロープウェイで上がったところにあるのが地

蔵山、三宝荒神山であった。 

 下界は晴れても、全く異なる天気になるのが山の上。この日も、下から見てもはっきり分かる

ぐらい上空は黒雲。それでも営業しているロープウェイの係の人に今日の天候に合ったコースを

尋ね、お地蔵さんにお参りに行くことにする。 

 日本の夏休み前でもあり、ロープウェイに乗る人はほぼ皆無。 

一つ目の大型ロープウェイは貸し切り。先に言っておきますが、 

上に行っても何も見えませんからね、と乗務員氏。 

二つ目のロープウェイは濃霧の中を進み、すれ違うロープウェイに人の姿もなし。まるで黄泉の

国へ行くかのように、何も見えず、終着点も分からず。学生時代に山歩きをしていた私がこんな

愚行を犯していいのか自問しながらも山頂へ。風で運よくわずかに霧が晴れた時を狙って、400ｍ

と表示されている散策路へ。前方を歩いている人の声らしきものを頼りに進むが、なかなか追い

つかず焦る。空耳かと思った矢先に一ご夫婦の姿を認め、安堵。400ｍどころかその倍はあると共

感しあってそれまでの不安をぬぐい、前後になりながら進む。こんな不安な道中であったが、山

頂駅でおそばを食べてから下山。 

 松島から蔵王へ                   鈴木理子        

 

津波の高さを示す碑 

  

     

    

 

沖に点在する大小 260余の島々は、震災時に防波堤の役目も果たしたとのこと 

瑞巌寺内 津波到達点 

       

円通院 



 一つ目のロープウェイを降りると… 

 なんと雲の下には見事な晴れ間が。ロープウェイを一本遅らせ、晴れ間を拝む。 

 

 

 

  

 下界に戻ってからは、斎藤茂吉が詠んだ短歌に、この景色に 

ぴったりだと頷きながら足湯を楽しむ。 

           ひむがしの 蔵王の山は 見つれども きのふもけふも 雲さだめなき 

 さて翌日。 

 ここに来た目的はお釜を見ること見せること。前日はお釜までハイキングする予定が、濃霧で

決行できず。そして、お釜が見える確率は常に 30％とのこと。 

 私の目的と諦めの悪い性格を知っている友人から、だめもとで行ってみる？と連絡が入り、 

市内観光の予定を変更して車で迎えに来てくれる。 

 車で蔵王の反対側に回り、駐車場に車を止め、上着を着こんで外に出ると… 

                      私が数十年前に見たお釜同様、雲一つない姿を見せてくれていた。 

                      感激と感謝とで、声も出ない。お釜の周りを歩き、山頂の神社にお参り   

           して感謝し、またお釜のそばに戻り、離れがたい気持ちで何度も何度も 

           その姿を拝む。 

                      神社からは四方に山々を 

望むことができ、日本は本当に山でできた国なの 

だと改めて思う。 

 日の差し方で水の色が微妙に変わるそうで、お釜通の友人 

から、今変わったよと教えてもらいながら色の変化を楽しむ。 

 山頂にはクマ出没注意の看板。こんなところで逃げ場もない 

けれど、クマが隠れている場所もなさそうと、被害に遭わずに 

帰宅。仙台市内の伊達三代の霊廟「瑞宝殿」出口脇にも同様の看板があり、共存について考えさ

せられる。 

 さて、次回はどこへ行こうか。 

 皆さんも、機会があったら、ぜひ訪れてみてください。 

  --------------------------------------------------------------- 
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写真・文章協力 綾子クロイツァー、知恵子ピー 

       ターセン（敬称略）､交流の集い 

       ご参加の皆さん、日本在住の方々 

編集責任     鈴木理子 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、いつでも

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

  9月 17日、皆さんは十五夜の月をご覧になりま

したか。ここに鹿児島の桜島と月、そして我が家 

からの眺めを共有して、今月のお便りを閉じたい 

と思います。 

 

 

 次回は 12月頃にお届けできたらと思います。 

それまでどうぞお元気でお過ごしください。 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内

を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の詳

細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 

  

 

 

     

 

色が変わって見えたお釜

達点 

 

斎藤茂吉の歌碑 

レストラン山頂 

いも煮そば 
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